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く溶解が押えられることを見い出した。この事を利用してく硫化カドミウム I 1一 /1-3 ・アセトニトリ












液中にとけた色素の光電流増感作用， CdS の陽極溶解反応， Ti0 2 , CdS などのフラットバンド電
位などに対する溶媒の効果をくわしく調べ，また ZnO (焼結体)上に塗付した固体色素層の光電子
注入に対する色素二量体形成の影響など多くの興味ある新事実を見出し，これに理論的解釈を与え，
水溶液を用いた系との比較により，光電極現象の本質の解明を前進させた D またこれらの結果をもと
にして，従来より約 10 倍，光電変換収率の高い安定な湿式電池を見出した。これらの結果は博士論
文に値するものと認められる。
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